
不動橋

出典： 国土地理院発行2. 5万分の1地形図 電子地形図25000( 国土地理院) を 加工し て作成

橋梁位置図 S=1: 50000

工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

1: 50000

四国建設コ ン サ ルタ ン ト 株式会社

/

路線名等

工事箇所

13

海陽町　 建設防災課

不動橋

橋梁位置図

1

令和７ 年度　 不動橋修繕工事

町道不動線

海部郡海陽町野江字中澤( 不動橋)

【 不動橋】



工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

令和７ 年度　 不動橋修繕工事

1: 40

四国建設コ ン サ ルタ ン ト 株式会社

/

路線名等

工事箇所

町道不動線

海部郡海陽町野江字中澤( 不動橋)

13

海陽町　 建設防災課

【 不動橋】

上部工断面図 S=1: 30

※( ) 内は桁端部での寸法を示す。
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ひび割れ注入工、 ひび割れ充てん工、
断面修復工、 表面含浸工

塗装塗替工

防護柵取替工
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アス ファ ルト 舗装 t =100

水切り 工

目地設置工、 橋面防水工、 舗装打換工

不動橋

補修一般図 S=1: 40
側面図

平面図

1-1径間

1-2径間

( RCT桁)

( 鋼床版I 桁)

至　 浪切不動尊至　 県道芥附海部線

至　 浪切不動尊至　 県道芥附海部線

至　 浪切不動尊至　 県道芥附海部線
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断面修復工

A1 A2

A1 A2

項目

上部工補修設計

下部工補修設計

鋼橋塗装設計

伸縮装置補修設計

高欄・ 防護柵取替え設計

橋面防水工設計

補修工法

ひび割れ注入工

ひび割れ充てん工

断面修復工

表面含浸工

水切り 工

断面修復工

塗装塗替工

目地設置工

高欄・ 防護柵取替工

橋面防水工, 舗装打換工

対象部材

主桁, 床版

床版

主桁

床版, 地覆

床版

A1, A2橋台

主桁, 横桁, 床版

A1, A2橋台上, 縦目地部

防護柵

橋面

備考

判定I I

判定I I I

中性化対策

予防保全

判定I I I

判定I I , 鉛, ク ロ ム 含む

判定I I I

判定I I

【 補修工法一覧表】

ひび割れ注入工、 ひび割れ充てん工、 断面修復工、
表面含浸工

3
5
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2
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8020 覆工板のずれ覆工板のずれ

20

目地設置工 目地設置工

予防保全

判定I I

M F

M F

断面修復工

水道管φ100、 不明管φ50

1-1径間 1-2径間

防護柵取替工

水切り 工、 橋面防水工、 舗装打換工

R5. 11. 27観測水位 DL=4. 984

R5. 11. 27観測水位 DL=4. 984

諸元

不動橋

( 自) 徳島県海部郡海陽町野江字中澤

( 至) 徳島県海部郡海陽町野江字中澤

不動線

徳島県海部郡海陽町

( RCT桁) 9. 5m、 ( 鈑桁) 12. 1m

1径間

全幅： 5. 05m、 有効幅員： 4. 55m

地覆0. 35m+車道4. 55m+地覆0. 15m幅 員

径 間 数

橋 長

管 轄

路 線 名

所 在 地

橋 梁 名 称

項 目

【 橋梁諸元】

下部工形式

基礎工形式

適用示方書

緊急輸送路の指定

単純RCT桁橋, 単純鋼床版I 桁

重力式橋台( A1、 A2、 ※推定)

直接基礎( A1、 A2、 ※推定)

不明

大正15年

1935年( 架設後88年経過)

母川( 徳島県)

無し

上部工形式

設 計 荷 重

架 設 年 度

交 差 物 件

補 修 履 歴 2018年： 定期点検

( 点 検 履 歴 )

水道管1条、 不明管1条添 架 物

補修一般図
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( 上部工) RC部材補修詳細図( そ の 1)

S=1: 30( 上部工) RC部材補修詳細図( その1)

( 第1-1径間) 桁下面

断面修復工

損傷 補修工法

ひび割れ幅0. 2mm未満 －

ひび割れ幅0. 2mm以上1. 0mm未満 ひび割れ注入工

遊離石灰 ひび割れ充填工

剥離・ 鉄筋露出 断面修復工

う き ・ 豆板 断面修復工

ひび割れ幅1. 0mm以上 ひび割れ充填工
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漏水・ 滞水

豆板・ 空洞
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鉄筋露出
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主桁側面

主桁側面
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地覆0101
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主桁0101
主桁0101
主桁0101
主桁0101
主桁0101
主桁0101
主桁0101
主桁0101
主桁0101
主桁0101
床版0201
床版0201
主桁0201
主桁0201
主桁0201
主桁0201
主桁0201
主桁0201
主桁0201
主桁0201
主桁0201
主桁0201
主桁0201
主桁0201
主桁0201
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床版0301
床版0301
横桁0102
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幅　 W
【 mm】

100
50
100
100
3800
1200
340
700
600
3600
1200
340
700
1200
350
300
1700
1700
150
100
750
550
400
500
700
250
250
750
250
360
550
150
500
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300
350
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延長　 L
【 mm】

100
50
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340
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50
200
50
340
170
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340
100
100
100
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400
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深さ  t
【 mm】

120
120
120
30
70
70
30
70
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70
70
30
70
70
120
120
70
70
70
70
70
70
70
70
70
70
70
70
70
70
70
30
70
70
70
30
30
30
30
30

面積　 A
【 m2】
0. 0100
0. 0025
0. 0100
0. 0150
0. 5700
0. 4080
0. 0340
0. 2380
0. 0900
1. 2240
0. 4080
0. 0170
0. 0700
0. 1200
0. 0700
0. 0300
0. 1700
0. 0850
0. 0225
0. 0150
0. 1125
0. 0275
0. 0800
0. 0250
0. 2380
0. 0425
0. 0425
0. 2550
0. 0850
0. 0360
0. 0550
0. 0150
0. 1700
0. 0750
0. 0250
0. 0075
0. 0150
0. 0350
0. 0800
0. 0050

体積　 V
【 m3】
0. 0012
0. 0003
0. 0012
0. 0005
0. 0399
0. 0286
0. 0010
0. 0167
0. 0063
0. 0857
0. 0286
0. 0005
0. 0049
0. 0084
0. 0084
0. 0036
0. 0119
0. 0060
0. 0016
0. 0011
0. 0079
0. 0019
0. 0056
0. 0018
0. 0167
0. 0030
0. 0030
0. 0179
0. 0060
0. 0025
0. 0039
0. 0005
0. 0119
0. 0053
0. 0018
0. 0002
0. 0005
0. 0042
0. 0096
0. 0002

G1G2
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上流

【 不動橋】
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《 補修工法一覧表》

令和７ 年度　 不動橋修繕工事

海陽町　 建設防災課

町道不動線

海部郡海陽町野江字中澤( 不動橋)



( 上部工) RC部材補修詳細図( そ の 2)

S=1: 30( 上部工) RC部材補修詳細図( その2)
ひびわれ注入工法, ひびわれ充てん工法

( 第1-1径間) 桁下面

損傷 補修工法

ひび割れ幅0. 2mm未満 －

ひび割れ幅0. 2mm以上1. 0mm未満 ひび割れ注入工

遊離石灰 ひび割れ充填工

剥離・ 鉄筋露出 断面修復工

う き ・ 豆板 断面修復工

ひび割れ幅1. 0mm以上 ひび割れ充填工

ひび割れ幅0. 2mm以上1. 0mm未満

ひび割れ幅1. 0mm以上およ び遊離石灰

《 ひび割れの線種》

ひび割れ幅0. 2mm未満

注） 足場架設後に現地実測の上、 数量を 確定する こ と 。
注） 基本的に0. 2mm以上のひび割れを 補修対象と する 。
注） 遊離石灰を 伴う 箇所は、 要調査の上で補修する こ と 。
　 　 遊離石灰によ り 、 注入が困難な場合はUカッ ト 工法（ も し く はVカッ ト 工法）
　 　 で取り 除き 、 ポリ マーセメ ント モルタ ル埋戻によ る 充填工法に変更し 補修する こ と 。
注） 記載無き ひび割れはひび割れ幅0. 2mmを 示す。
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図面名

縮尺 図面番号
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事業者名

四国建設コ ン サ ルタ ン ト 株式会社
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路線名等

工事箇所
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漏水・ 滞水

豆板・ 空洞

遊離石灰

鉄筋露出
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凡　 　 例
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ひびわれ充てん工法( 遊離石灰)

部材

地覆0101

ひびわれ注入工法( ひびわれ)

部材

地覆0101
床版0101
床版0101
床版0101
主桁0101
主桁0101
主桁0101
主桁0101
主桁0101
主桁0101
主桁0101
主桁0101
主桁0101
主桁0101
床版0201
床版0201
床版0201
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床版0201
主桁0201
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横桁0101
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幅　 W
【 mm】
1. 00

幅　 W
【 mm】
0. 20
0. 20
0. 20
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0. 20
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0. 20
0. 20
0. 20
0. 20
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0. 20
0. 20
0. 20
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0. 20
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延長　 L
【 mm】

150

延長　 L
【 mm】

400
400
400
500
300
200
400
300
300
300
300
400
700
800
1950
1100
1900
1450
1650
700
1100
900
800
1700
300
600
1550
1900
700
1000
700
400
300
400

延長　 L
【 m】
0. 15

延長　 L
【 m】
0. 40
0. 40
0. 40
0. 50
0. 30
0. 20
0. 40
0. 30
0. 30
0. 30
0. 30
0. 40
0. 70
0. 80
1. 95
1. 10
1. 90
1. 45
1. 65
0. 70
1. 10
0. 90
0. 80
1. 70
0. 30
0. 60
1. 55
1. 90
0. 70
1. 00
0. 70
0. 40
0. 30
0. 40

G1G2

0. 2/0. 3

0. 4/0. 4
メ

モ

G1 G2

A1 A2

下流

上流

【 不動橋】

5
0
5
0

1
-
1
径

間
1
-
2
径

間

《 補修工法一覧表》

令和７ 年度　 不動橋修繕工事

海陽町　 建設防災課

町道不動線

海部郡海陽町野江字中澤( 不動橋)



S=1: 30( 下部工) RC部材補修詳細図

A1橋台下部工 A2橋台下部工

( 下部工) RC部材補修詳細図

損傷 補修工法

ひび割れ幅0. 2mm未満 －

ひび割れ幅0. 2mm以上1. 0mm未満 ひび割れ注入工

遊離石灰 ひび割れ充填工

剥離・ 鉄筋露出 断面修復工

う き ・ 豆板 断面修復工

ひび割れ幅1. 0mm以上 ひび割れ充填工

断面図

工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

四国建設コ ン サ ルタ ン ト 株式会社

/

路線名等

工事箇所

135

漏水・ 滞水

豆板・ 空洞

遊離石灰

鉄筋露出

剥　 離

う 　 き

ひびわれ

凡　 　 例

1: 30

G1G2

G3G4

1-2径間 1-1径間

G1 G2

G3 G4

1-2径間1-1径間

ア

ウ オ カ

ケ

キ ク

コ

サ

シ

イ

エ

ス

断面修復工

部材

橋台[ 胸壁] 0101
橋台[ 胸壁] 0101
橋台[ 胸壁] 0101
橋台[ 堅壁] 0101
橋台[ 堅壁] 0102
橋台[ 堅壁] 0102
橋台[ 堅壁] 0102
橋台[ 堅壁] 0102
橋台[ 堅壁] 0102
橋台[ 堅壁] 0102
橋台[ 堅壁] 0102

No.

ア
イ
ウ
エ
オ
カ
キ
ク
ケ
コ
サ

種別

う き
う き
う き
う き
う き
剥離
う き
剥離
剥離
う き
豆板

幅　 W
【 mm】

500
450
200
200
1000
300
750
300
250
1100
2300

延長　 L
【 mm】

600
600
300
300
300
300
300
300
200
700
500

深さ  t
【 mm】

30
30
30
30
30
30
30
30
30
30
30

面積　 A
【 m2】
0. 3000
0. 2700
0. 0600
0. 0600
0. 3000
0. 0900
0. 2250
0. 0900
0. 0500
0. 7700
1. 1500

体積　 V
【 m3】
0. 0090
0. 0081
0. 0018
0. 0018
0. 0090
0. 0027
0. 0068
0. 0027
0. 0015
0. 0231
0. 0345

橋台[ 堅壁] 0102
橋台[ 堅壁] 0102

シ
ス

空洞
空洞

30
30

400
300

250
250

0. 0120
0. 0090

0. 0030
0. 0023

下流 上流 上流 下流

【 不動橋】

《 補修工法一覧表》

令和７ 年度　 不動橋修繕工事

海陽町　 建設防災課

町道不動線

海部郡海陽町野江字中澤( 不動橋)



( 共通工) RC部材補修詳細図( その1)
断面修復工, びわれ注入工, ひびわれ充てん工 詳細図

断面修復工詳細図

注)  使用する 材料の仕様に基づいて施工する こ と 。

注)  補修部縁端は、 フ ェ ザーエッ ジが生じ ないよ う にカッ タ ーで切れ込みを 入れる こ と 。

注)  はつり 深さ は適宜調整する も のと し 、 脆弱部は完全に除去し て充填を行う こ と 。

注)  鉄筋がある 場合は、 既設鉄筋の背面、 既設部材の粗骨材寸法程度ま で除去する 。 （ 10～20mm程度）

注)  はつり を 行い、 鉄筋が確認さ れた場合は錆を除去し た後、 鉄筋防錆材を 塗布する こ と 。

注)  コ テ等で下地に3～5mm厚みでし ご き 塗り を行い、 1回の塗厚20mm程度で塗り 重ねていく こ と 。

　
＋

1
0
m
m
程

度
か

ぶ
り

厚
＋

鉄
筋

径

（ 10mm程度）
カッ タ ー入れ
（ 10mm程度）

断面修復材
（ ポリ マーセメ ント モルタ ル）

プラ イ マー塗布

鉄筋防錆材塗布( 既設鉄筋ケレ ン後)

サビ が鉄筋の裏面ま で達する 場合は
ケレ ン 処理が可能な深さ ま ではつり 取る 。

う き ・ 剥離面のコ ンク リ ート
　 のはつり ・ 鉄筋の露出

鉄筋のさ び落と し ・ 清掃

コ ン ク リ ート 面に
プラ イ マー塗布

開　 始

必要に応じ て添え筋等を 設置し 、
コ ンク リ ート の欠損部に充填材を 充填

打音調査
ひび割れ調査

〔 断面修復工法の施工要領〕

養　 　 生

終　 了

鉄筋表面に防錆材塗布

養生（ 指触硬化の確認）

（ 鉄筋露出がある 場合）

豆板修復工( 参考図)

断面修復材塗布
( ポリ マーセメ ント モルタ ル)

※ 粗骨材が露出し ている が、 表層の粗骨材を
　  叩いても 剥落し ない程度の場合。
 　 （ 深さ の目安： 1～3cm程度）

ポリ マーセメ ント
ペース ト 塗布
（ 境界部）

ポリ マーセメ ント
ペース ト 塗布

ポリ マーセメ ント
モルタ ル充填

7
5
7
5

1
5
0

※ 粗骨材が露出し 、 表層の粗骨材を 叩く と 剥落する
　  も のも ある 程度の場合。 連続的に剥落し ない程度。
 　 （ 深さ の目安： 1～3cm程度）

ひびわれ注入工詳細図

プラ イ マー塗布

10mm程度

1
5

m
m

程
度

ひび割れ

ポリ マーセメ ント モルタ ル充填

ひびわれ充填工法詳細図

開　 始

ひび割れ部の清掃

ひび割れ調査

Ｕ カッ ト

コ ン ク リ ート 片除去・ 清掃

プラ イ マー塗布

充填材充填・ 養生

表面仕上げ

終　 了

〔 Ｕ カ ッ ト 工法の施工要領〕

材料選定

注)  施工時に現地実測の上、 数量を確定する こ と 。
注)  基本的にひび割れ幅0. 2～1. 0mm以下を対象にひびわれ注入によ る 補修と する 。 　 　
注)  遊離石灰部は研掃し て状態を 見極めて、 補修する こ と 。
注)  損傷状況によ り 補修工法に変更が生じ る 場合は、 監督員と 協議の上、 最終決定する こ と 。

エポキシ樹脂にて接着

エポキシ樹脂注入材を充填

注入座金

ひび割れ注入用イ ンジェ ク タ ー

樹脂注入口

開　 始

ひび割れ部の清掃

ひび割れ調査

注入用パイ プセッ ト

ひび割れ面シール

注　 　 入

パイ プ撤去

シール材撤去

終　 了

パイ プ間隔確認

シール材の養生

注入量の確認-養生

〔 ひび割れ注入工法の施工要領〕

注)  施工時に現地実測の上、 数量を確定する こ と 。
注） 充填材は、 ポリ マーセメ ント モルタ ルと する 。
注)  基本的にひび割れ幅1. 0mm以上及び遊離石灰等で注入が困難な箇所を 対象と する 。 　 　
注)  遊離石灰部は研掃し て状態を 見極めて、 補修の必要性を 判断する こ と 。
注)  損傷状況によ り 補修工法に変更が生じ る 場合は、 監督員と 協議の上、 最終決定する こ と 。

( Uカ ッ ト 工法)

カッ タ ー入れ

注)  施工時に現地実測の上、 数量を 確定する こ と 。

( 共通工) RC部材補修詳細図( そ の 1)

工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

四国建設コ ン サ ルタ ン ト 株式会社

/

路線名等

工事箇所

136－

【 不動橋】

注)  軽微な豆板部を 補修する 場合は、 ポリ マーセメ ント モルタ ル塗布で補修する こ と 。
注)  粗骨材露出部で叩く と 剥落する 部分がある 場合は、 事前に除去し て健全部を 露出し 、
　   ポリ マーセメ ント ペース ト を 塗布後、 ポリ マーセメ ン ト モルタ ル等を 充填する こ と 。
注)  上記以外に豆板部の損傷が深い場合や著し い場合は、 適宜、 劣化部分を取り 除き 、 断面修復を行う こ と 。

注)  施工時に現地実測の上、 数量を 確定する こ と 。

令和７ 年度　 不動橋修繕工事

海陽町　 建設防災課

町道不動線

海部郡海陽町野江字中澤( 不動橋)



( 共通工) RC部材補修詳細図( その2)

( 共通工) RC部材補修詳細図( そ の 2)

表面保護工, 水切り 工

平面図 S=1: 40

躯体コ ンク リ ート

【 対象: 桁下面】

下地処理（ 洗浄-清掃）

マジカルリ ペラ ー同等品( 1回散布)
＜標準使用量＞

 0. 21 kg/m2

※下地処理は基本的に散水や高圧洗浄処理で洗い流す程度であり 、

　 著し い凹凸や付着物等の含浸性を 阻害する 要因と なる も のについては

　 高圧洗浄やディ ス ク サン ダーケレ ンによ って除去-清掃する こ と 。

※含浸工は、 「 マジカルリ ペラ ー」 を参考に示すが、

　 別途製品を 使用する 場合は同等の機能効果を 有する 製品を 使用し 、 その仕様に従順する こ と 。

※マジカルリ ペラ ーはm2当たり 0. 21kgの1回散布と する 。

表面含浸工詳細図
（ シラ ン ・ シロ キ サン 系表面含浸材）

工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

四国建設コ ン サ ルタ ン ト 株式会社

/

路線名等

工事箇所

137図示

上部工断面図 S=1: 30

※桁高は変化し ている ため、
　 平均である 545mmを 示す。

350

2200 350 2000

1504550

G1 G2

G3 G4

5050

140 600 1420 600 140175 1800 175

2900 2150

2
1
0

8
2
5
(
1
1
8
0
)

1
0
0

1
0
0

2
0
8

9
5
0

3
5
0

5
4
5
(
9
0
0
)

7
0

260

アス フ ァ ルト 舗装 t =100

178

1
0
0

436

340

5
4
5

320

17
8

1
0
0

436

340

5
4
5

320
460

5
4
5

5
4
5

【 不動橋】

水道管φ100、 不明管φ50

1-1径間 1-2径間

表面保護工

水切り 設置工

至　 浪切不動尊至　 県道芥附海部線

50 桁長 12000 50

支間長 11400300 300

母
川A1

橋長 12100

A2

水切り 設置工 L=9460

2
0
0
0

2
2
0
0

3
5
0

3
5
0

1
5
0

4
5
5
05

0
5
0

桁長 946020

橋長 9500

20

水道管φ100、 不明管φ50

1
-
1
径

間
1
-
2
径

間

表面保護工

母
川

3
0
0

1
7
0

3
0
0

1
7
0

3
0
0

300 4280 300 4280 300

令和７ 年度　 不動橋修繕工事

海陽町　 建設防災課

町道不動線

海部郡海陽町野江字中澤( 不動橋)

橋梁桁端部水切り 材

エポボンド １ CH

ウ ォ ータ ーカッ タ ー同等品

取付け台

エポボンド １ CH
エポボンド １ CH

名        称 寸　 　 法 材　 　 質

ウ ォ ータ ーカッ タ ー同等品

材料表

W25×H20×L1000

重　 量

80g/m　 EPDMゴ ムス ポンジ( ラ イ ト グレ ー)

注)  施工手順について、 接着性の観点から 水切り 設置を行っ た後に表面保護工の施工をする こ と 。
　 　 〔 水切り 設置　 →　 表面保護工〕

注） 地覆側面から の漏水対策と し て、 下面側へ水が流入し ないよ う に水切り を 設置する 。

注)  本計画では水切り 製品の「 ウ ォ ータ ーカッ タ ー」 を参考に示す。

注） 「 ウ ォ ータ ーカッ タ ー」 同等品以上の水切り を 設置する こ と 。

水切り 設置詳細図

ウ ォ ータ ーカッ タ ー同等品

接着剤RCT桁部

CNO. 0



塗装塗替工詳細図 S=1: 20

主桁詳細図

不動橋

主桁断面図

G3桁

G4桁

工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

令和７ 年度　 不動橋修繕工事

1: 20

四国建設コ ン サ ルタ ン ト 株式会社

/

路線名等

工事箇所

町道不動線

海部郡海陽町野江字中澤( 不動橋)

13

海陽町　 建設防災課

【 不動橋】

前
 
工
 
程

素
地
調
整
工

洗
　
浄

作
 
業
 
終
 
了

中
塗
塗
装

上
塗
塗
装

下
塗
塗
装

防
食
下
地

塗替塗装工フ ロ ー図

※支承については現況で塗膜がほと んど 確認さ れていない。
　 そのため、 剥離剤は計上し ていない。
　 塗膜が確認でき た 場合は本体と 合わせて 剥離剤を 使用する こ と 。

A1 A2

300 5700 5700 300

桁長 12000

300 5700 5700 300

桁長 12000

3
5
0

1
9

3
1
2

1
9

3
5
0

300 5700 5700 300

桁長 12000

3
5
0

A1 A2

A1 A2

A1 A2

1-U Fl g PL 350x19x12000

1-Web PL 312x12x12000

3-St i f f  PL 120x9x312

1-L Fl g PL 350x19x12000

横桁配置図

1箇所当たり
1-[  200x90x8x13. 5x1750
4-M22
全3箇所

300 5700 5700 300横桁設置位置

桁長 12000

2000

G3 G4

175 1800 175

2150

3
5
0

1
3
.
51

7
3 1
3
.
5

5
0 1

0
05

0

1750 2525

横桁詳細図

2
0
0

100

150

1
7
5
0

1
7
5
0

1
7
5
0

断面図 S=1: 5

S=1: 5

90

2
0
0

90

1
3
.
5

8

350

12

1
9

3
1
2

1
9

3
5
0

350

12

1
9

3
1
2

1
9

3
5
0

塗装箇所

塗装箇所

175

※G4桁については、 覆工板が載荷し ていない上フ ラ ンジ部( W=175mm)
　 についても 塗装塗替を 行う 。

1
6
9 1

21
6
9

1
6
9 1

21
6
9

母
川

塗装塗替工詳細図

8

塗装工程

素地調整

下　 　 塗 有機ジンク リ ッ チペイ ン ト

下　 　 塗 弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

下　 　 塗 弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

中　 　 塗 弱溶剤形ふっ 素樹脂塗料用中塗

上　 　 塗 弱溶剤形ふっ 素樹脂塗料上塗

( g/m2)
使用量

( 600)

200

200

140

120

塗装間隔

2種ケレ ン

塗料名

4時間以内

1日～10日

1日～10日

1日～10日

1日～10日

（ Rc-I I 塗装系）仕様一覧

塗装塗替要領

※鋼部材の塗装塗替は、 「 鋼道路橋防食便覧」 に基づき 行う こ と 。
※( ) の使用量について、 塗膜剥離剤を 使用し た場合には旧都膜は
　 全面除去さ れる も のと し 、 有機ジンク リ ッ チペイ ント の使用量
　 を600g/m2と し ている 。

上塗工 ( 弱溶剤形ふっ 素樹脂塗料上塗)

( 0. 12kg/m2/回）

中塗工 ( 弱溶剤形ふっ 素樹脂塗料用中塗)

( 0. 14kg/m2/回）

( 0. 20kg/m2/回）

鋼材表面

下塗工（ 有機ジンク リ ッ チペイ ント ）

( 0. 60kg/m2/回）

素地調整工
2種ケレン

下塗工（ 弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗 2回）



不 動橋

工 事 名

図面 名

縮尺 図面番 号

会社 名

事業 者 名

令和７ 年度　 不動橋修繕工事

図示

四国 建 設コ ン サ ル タ ン ト 株 式 会社

/

路線 名 等

工事 箇 所

不動 線

海部郡海陽町野江字中澤( 不動橋)

伸 縮 装 置取 替 工詳 細 図

9 1 3

海陽町　 建設防災課

【 不 動 橋 】

名　 称 品名又は仕様 単位 数　 量

施 工 延 長 -

L

弾 性 合 材 弾性舗装材( ファ ルコ ン同等品) m3 0. 14

m 5. 10

数量表（ 設置）

プラ イ マー F C コ  ー ト 同等品 1. 3

備　 考

止水目地材 L型止水テープ（ 高弾性） 12. 60m

止　 水　 材 高性能目地材( メ ジエイ ド 同等品) ( 適応遊間20mm用） m 5. 10

名　 称 単位 数　 量

数量表（ 他材料）

備　 考

シ ー ル 材 シ リ  コ  ン  系 L 0. 2

品名又は仕様

舗装撤去工

施工フ ロ ー

弾性合材舗設工

完了・ 交通開放

※ 斜角は資料を 基に計測し た数値である 。

伸縮装置取替工詳細図

断面図 S=1: 30

5050

350 4550 150

2200 350 2000

1
0
0

弾性舗装材( フ ァ ルコ ン 同等品)
　 　 　 　 　 　 　  舗設部 t =100

高性能目地材
( メ ジエイ ド 同等品)

弾性舗装材( ファ ルコ ン 同等品)
　 　 　 　 　 　 　 　 舗設部 t =50

シール材

335

シール材

橋台側親柱

A2部
1
0
0

1
0
0

300

弾性舗装材
( フ ァ ルコ ン同等品)

アス フ ァ ルト 舗装

注1） 仕様・ 諸寸法・ 適応の可否は、 現地再調査及び照査の上、 決定のこ と 。
注2） 弾性舗装材( ファ ルコ ン同等品) 舗設箱抜部については、 必要に応じ て超速硬無収縮モルタ ル等にて補修及び不陸調整を 行う こ と 。
注3） 弾性舗装材( ファ ルコ ン同等品) を舗設する 際には、 L型止水テープを 使用する こ と 。
注4） L型止水テープは施工箇所を 囲むよ う に弾性舗装材( フ ァ ルコ ン同等品) 舗設幅分も 設置する こ と 。
注5） 既設伸縮装置は、 ノ ージョ イ ント を 想定。

弾性合材舗設断面図 S=1: 5

床 版 側

高性能目地材( メ ジエイ ド 同等品)
　 　 　 　 　 　 　  適応遊間20mm用

20

L型止水テープ

プラ イ マー塗布

A1・ A2横目地部（ As舗装部）

5
0

300

弾性舗装材
( フ ァ ルコ ン同等品)

コ ンク リ ート

床 版 側

L型止水テープ

プラ イ マー塗布

A1・ A2部（ 縦目地隣接部）

橋 台 側

橋 台 側

1
5

20

シール材

地覆部断面図 S=1: 2施工境界部イ メ ージ図

L型止水テープ
親
柱

平面図 S=1: 50

橋長9500

20 桁長9460 20

橋長12100

50 桁長12000 50

9500

A1 A2

シール材 シール材

弾性舗装材( ファ ルコ ン同等品) 舗設部

90°
0′

0″

5
0
5
0

1
5
0

4
5
5
0

3
5
0

2
2
0
0

3
5
0

2
0
0
0

3
5
0

2
2
0
0

3
5
0

弾性舗装材
( フ ァ ルコ ン同等品) 舗設部

弾性舗装材
( フ ァ ルコ ン同等品) 舗設部

母
川

-5℃～+35℃

温度変化伸縮量 1. 89

設計条件

温度範囲

不　 明地震時移動量

mm

常時設計伸縮量 17. 3 mm

A1橋台

-5℃～+35℃

0. 00

不　 明

mm

11. 7 mm

A2橋台
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1
7

5
6

0
0 1
3

0
8

1
6

3
5

0

3
5

0

2
0

8

支柱固定用ボ ルト M22

1
1

0
0

ブ ラ ケ ッ ト 取付用ボ ルト

 M20x 145 ( 4 . 6 )

ブ ラ ケ ッ ト

笠木取付用ボ ル ト

M16x 35 ( 6 . 8 )

笠木

[ -150x 50 x 3 . 2

PL120 x 3 . 2 x 250

ビ ーム 取付用ボ ルト

M16 x35 ( 6 . 8 )

工 事 名

図面 名

縮尺 図面番 号

会社 名

事業 者 名

令和７ 年度　 不動橋修繕工事

図示

四国 建 設コ ン サ ル タ ン ト 株 式 会社

/

路線 名 等

工事 箇 所

不動 線

海部郡海陽町野江字中澤( 不動橋)

防 護 柵 取替 工 詳細 図

1 0 13

海陽町　 建設防災課

【 不 動 橋 】

防護柵取替工詳細図 S=1: 30

断面図

50

3
.

2

1
5

0

1 0 0 18 00 20 0 18 00 10 0

4000

50

3
.

2

1
5

0

1 00 80 0 ( 13 00 ) <18 00> 10 0

1000 ( 15 00 ) <2 000 >

50

15 0

10 050

3
.

2

1
5

0

1 7 0 20 00 2000 160

43 30

200 200 20 0

3
5

0

5 0

2 . 3

17 0 1000 ( 15 00 ) <2 0 00> 16 0

13 30 ( 18 30 ) <23 30 >

200 20 0

3
5

0

5 0

2 . 3

66 0

3
5

6

1 6050 0

2
0

0

t 2 . 3

200

8
0

8
4

9
6

.
8

1
3

0
4

.
8

1
6

1
3

0
8

（
笠

木
含

む
）

2
5

0

2
0

0

1 20

3
.

2

3
.

2

A

A

BB

1 50

4
2

0

3
0

0

7 0

道

路

側

40

6
0

6
0

4 0

B-B断面図

○

○

A-A断面図

1
0

6

取付詳細図 S=1: 10

支柱 S=1: 10

2-18 x 24長孔

φ23

( 水抜き 孔)

φ114 . 3x 4 . 5

φ22（ 貫通孔）

4-φ30

4-18 x 2 4長孔

6-22 x 40 長孔 2-18 x 24 長孔 6-18 x 24長孔

18x 24長孔

6-18 x 24長孔

4-18x 24 長孔2-18 x 2 4長孔

6-2 2x 40長孔

1500 2000500

2000150

1000

2000

4000 500

15 0

10001500

防護柵長12000

桁長120 00

橋長121 00

50 50

500 10 00 1500 3x 20 00=6 000 1500 10 00 500

150 1000 15 00 2000 4000 1500 1000 150

500 10 00 1500 2000 4000 1500 1000 500

防護柵長12000

500 500

組立図

道

路

側

支柱間隔

笠木間隔

ビ ーム 間隔

ビ ーム

2. 3 x 350 x 50

支柱

φ114 . 3 x 4 . 5

笠木

[ -150x 50 x 3 . 2

主桁

H-3 50 x 3 50 x 12 x 19

ブ ラ ケ ッ ト

巻袖ビ ーム

a部

a部

a部

b部

b部

b部 a部

a部

a部

既設支柱

2000 2000 2000 2000 2000 既設支柱間隔500500

1
4
0

3 5 3 . 2 16

φ
4

0

1 4 5

133 . 2

φ
4

0

3 . 2

3 5

30 0

3
1

4
.

5

7
0

2 0 0

10 0

M16 ( 6 . 8 )

M20 ( 4 . 6 )

22x 50長孔

2-22 x 28 長孔

ブラ ケ ッ ト S=1: 5 ブラ ケ ッ ト 取付用ボルト S=1: 5

笠木・ ビ ーム 取付用ボルト S=1: 5

巻袖ビ ーム S=1: 10

ビ ーム S=1: 10 ビ ーム S=1: 10

笠木 S=1: 10 端部笠木 S=1: 10笠木 S=1: 10

既設防護柵撤去詳細図 S=1: 5
N=6箇所

断面図

平面図

既設ガード レ ール支柱ガス 切断
φ114. 3, t =4. 5

150

150

φ114. 3

φ114. 3

既設ガード レ ール支柱ガス 切断
φ114. 3, t =4. 5

※( ) 内は組立図のa部、 <>はb部の寸法を 示す

※( ) 内は組立図のa部、 <>はb部の寸法を 示す



端部処理詳細図 S=1: 2

地覆部

床版削孔詳細 S=1: 5

A1橋台 A2橋台

工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

令和７ 年度　 不動橋修繕工事

1: 40

四国建設コ ン サ ルタ ン ト 株式会社

/

路線名等

工事箇所

不動線

海部郡海陽町野江字中澤( 不動橋)

13

海陽町　 建設防災課

【 不動橋】

橋面補修工詳細図 S=1: 40

上部工断面図 S=1: 30

350

2200 350 2000

1504550

G1 G2

G3 G4

5050

140 600 1420 600 140175 1800 175

2900 2150

2
1
0

6
8
0
(
1
1
8
0
)

1
0
0

1
0
0

3
9
0

2
0
8

9
5
0

3
5
0

4
0
0
(
9
0
0
) 7
0

260

6
8
0

2
0
0

流末部詳細図 S=1: 20

規 格 単 位 数 量

φ42. 7

φ20

1. 2t /m3

箇所

m

kg

4

5. 44

0. 74

使 用 材 料

ス ラ ブド レ ーン

フレ キシブルチュ ーブ

エポキシ樹脂

※( ) 内は桁端部での寸法を 示す。

A1

3. 000%

140 14020

300

アス フ ァ ルト 舗装打ち換え
t=100mm

塗膜防水目地設置

フレ キシブルチュ ーブ
A20 L=1. 36m

ス ラ ブド レ ーン

2
0
0

A2

3. 000%

140140 20

300

アス フ ァ ルト 舗装打ち換え
t=100mm

塗膜防水 目地設置

フレ キシブルチュ ーブ
A20 L=1. 36m

ス ラ ブド レ ーン

2
0
0

流末部排水桝 流末部排水桝

不動橋

平面図

至　 浪切不動尊至　 県道芥附海部線

50 桁長 12000 50

支間長 11400300 300

母
川A1

橋長 12100

A2

2
0
0
0

2
2
0
0

3
5
0

3
5
0

1
5
0

4
5
5
05

0
5
0

桁長 946020

橋長 9500

20

水道管φ100、 不明管φ50

1
-
1
径

間
1
-
2
径

間

目地設置目地設置

流末部排水桝 導水管( 樹脂系)
 φ15 L=8. 800m

流末部排水桝

流末部排水桝 導水管( 樹脂系)
 φ15 L=8. 800m

流末部排水桝

140140

端部処理 9180

端部処理 9180

橋面防水

1-1径間 1-2径間

アス ファ ルト 舗装打ち換え
t =100mm

塗膜防水

注) 　 施工時に現地実測の上、 数量を確定する こ と 。
注) 　 排水装置設置箇所は、 現地状況に応じ て適宜移動さ せる こ と 。

橋面補修工詳細図
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7. 91
7. 847. 95

7. 90

7. 76

7. 76

4. 65

7. 69

7. 727. 75

7. 80

7. 86

7. 87

7. 767. 877. 89
7. 88

7. 887. 89

7. 89

7. 887. 908. 33

7. 89

8. 28
7. 95
8. 34

7. 95

7. 95

7. 92

7. 87 7. 92

7. 85

8. 31

7. 91 7. 94

7. 94

7. 88

7. 88
7. 94

7. 65

7. 947. 95 7. 92

7. 82

7. 86

8. 55

7. 83

7. 87

7. 80
7. 92

7. 84 7. 84

7. 85
7. 88

7. 90

7. 92 7. 90

7. 87

7. 92

7. 89

7. 90
7. 86

7. 87
7. 89

7. 84

7. 84

7. 78

7. 83

7. 82

7. 79

7. 83

7. 807. 85

7. 54 7. 54

8. 78

7. 21

8. 81

7. 20

8. 77
8. 82 8. 83

8. 80 8. 82
8. 83

8. 80

7. 75
5. 00

5. 00

5. 00

4. 97

4. 81

4. 94

5. 04

7. 84

6. 926. 80

7. 83

7. 86
7. 86

7. 85

7. 86

7. 74

7. 82
7. 797. 65

7. 68 7. 81

7. 77

7. 71

7. 78

5. 85

6. 90

6. 89

6. 93

6. 91

4. 92

6. 25

4. 95

6. 95
4. 68

6. 92

5. 975. 99

5. 02

7. 69

7. 84

7. 75

7. 766. 58

6. 55

6. 60

6. 04

6. 06

5. 69

6. 04

6. 06

6. 03

5. 93

5. 92

7. 867. 86

7. 85

7. 85 7. 88 7. 89

7. 87 7. 88

7. 87

7. 89

7. 877. 88

7. 88 7. 89 7. 907. 90

7. 887. 87 7. 86 7. 867. 86

7. 887. 89 7. 88 7. 877. 87 7. 86

7. 857. 85 7. 83
7. 82

5. 02

7. 85

5. 91

4. 91

5. 42

8. 48

7. 78

7. 51

4. 99

7. 87

5. 7

敷鉄板

As
VPφ50

7. 91

7. 95 7. 84

7. 76

4. 65

CNO. 0

4. 45

4. 51

4. 34

7. 82 7. 827. 79 7. 75

CNO. 0CBSSSD1CB ACB CE

7. 924. 514. 824. 764. 97 4. 514. 977. 237. 306. 906. 83 6. 907. 81 7. 237. 837. 77 4. 47 5. 024. 64 4. 67 6. 804. 98 7. 306. 805. 43 7. 30

舗装及び防水層構成図

車道部・ 路肩部

床　 版

S=1: 5

橋面防水層( 塗膜防水層)

舗装打ち換え工

1
0
0

再生密粒度アス フ ァ ルト 混合物

 
H
=
1
0
0
m
m

 
舗

装
厚

削
孔

L
=
2
5
0
m
m
 
 

ス プリ ングフ ィ ルタ ー
( SUS304)

ス ラ ブド レ ーン

1
8

3
5

2
7

8
0

フレ キシブルチュ ーブ 20A

ナッ ト
40

60

アス ファ ルト 舗装

吊り 金具

エポキシ樹脂注入

ゴ ムパッ キン

 
 
削

孔
L
=
5
0
m
m

φ50コ ア抜き

φ100コ ア抜き

伸
縮

部

(
削

孔
位

置
)

既
設

床
版

厚
 
H
=
3
0
0
m
m 3
0

2
0

橋面防水層( 塗膜防水層)

プラ イ マー

地覆1
0
0

L型止水テープ( 3x100)
ピタ ッ と L型止水テープ同等品以上

導水管( ド レ ーナー： 樹脂系) 　 φ15

再生密粒度アス ファ ルト 混合物



工事名

図面名

縮尺 図面番号

会社名

事業者名

令和７ 年度　 不動橋修繕工事

1: 40

四国建設コ ン サ ルタ ン ト 株式会社

/

路線名等

工事箇所

町道不動線

海部郡海陽町野江字中澤( 不動橋)

13

海陽町　 建設防災課

【 不動橋】

350

2200 350 2000

1504550

G1 G2

G3 G4

5050

140 600 1420 600 140175 1800 175

2900 2150

1
0
0

3
9
0

2
0
8

9
5
0

3
5
0

260

6
8
0

2
0
0

アス フ ァ ルト 舗装 t =100

800

1500

1
3
0
0

▽足場高=6. 544m

4
7
0

水位上昇時には、
足場の敷高を 上げる

上部工断面図 S=1: 30

3700

不動橋 RCT桁橋

施工要領図( その1) S=1: 40

側面図

平面図

1-1径間
( RCT桁)

至　 浪切不動尊至　 県道芥附海部線

至　 浪切不動尊至　 県道芥附海部線

50 桁長 12000 50

支間長 11400300 300

母
川A1 A2

2
0
0
0

2
2
0
0

3
5
0

3
5
0

1
5
0

4
5
5
05

0
5
0

桁長 946020

橋長 9500

20

水道管φ100、 不明管φ50

1
-
1
径

間
1
-
2
径

間

桁長 9460

20

橋長 9500

6
8
0

1
0
0

1
1
8
0

1
0
0

A1 A2

20

M F

橋長 12100

4
0
0

2
9
0
0

2
5
5
0

8
0
0

6
6
5
0

3
7
0
0

568

2
6
0
4

2
5
8
2

648

8300

8300

水道管φ100,
不明管φ50

1-1径間 1-2径間

6
0
0

R5. 11. 27観測水位 DL=4. 984

施工要領図( そ の 1)
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7. 91
7. 847. 95

7. 90

7. 76

7. 76

4. 65

7. 69

7. 727. 75

7. 80

7. 86

7. 87

7. 767. 877. 89
7. 88

7. 887. 89

7. 89

7. 887. 908. 33

7. 89

8. 28
7. 95
8. 34

7. 95

7. 95

7. 92

7. 87 7. 92

7. 85

8. 31

7. 91 7. 94

7. 94

7. 88

7. 88
7. 94

7. 65

7. 947. 95 7. 92

7. 82

7. 86

8. 55

7. 83

7. 87

7. 80
7. 92

7. 84 7. 84

7. 85
7. 88

7. 90

7. 92 7. 90

7. 87

7. 92

7. 89

7. 90
7. 86

7. 87
7. 89

7. 84

7. 84

7. 78

7. 83

7. 82

7. 79

7. 83

7. 807. 85

7. 54 7. 54

8. 78

7. 21

8. 81

7. 20

8. 77
8. 82 8. 83

8. 80 8. 82
8. 83

8. 80

7. 75
5. 00

5. 00

5. 00

4. 97

4. 81

4. 94

5. 04

7. 84

6. 926. 80

7. 83

7. 86
7. 86

7. 85

7. 86

7. 74

7. 82
7. 797. 65

7. 68 7. 81

7. 77

7. 71

7. 78

5. 85

6. 90

6. 89

6. 93

6. 91

4. 92

6. 25

4. 95

6. 95
4. 68

6. 92

5. 975. 99

5. 02

7. 69

7. 84

7. 75

7. 766. 58

6. 55

6. 60

6. 04

6. 06

5. 69

6. 04

6. 06

6. 03

5. 93

5. 92

7. 867. 86

7. 85

7. 85 7. 88 7. 89

7. 87 7. 88

7. 87

7. 89

7. 877. 88

7. 88 7. 89 7. 907. 90

7. 887. 87 7. 86 7. 867. 86

7. 887. 89 7. 88 7. 877. 87 7. 86

7. 857. 85 7. 83
7. 82

5. 02

7. 85

5. 91

4. 91

5. 42

8. 48

7. 78

7. 51

4. 99

7. 87

5. 7

敷鉄板

As
VPφ50

7. 91

7. 95 7. 84

7. 76

4. 65

CNO. 0

4. 45

4. 51

4. 34

7. 82 7. 827. 79 7. 75

CNO. 0CBSSSD1CB ACB CE

7. 924. 514. 824. 764. 97 4. 514. 977. 237. 306. 906. 83 6. 907. 81 7. 237. 837. 77 4. 47 5. 024. 64 4. 67 6. 804. 98 7. 306. 805. 43 7. 30

DL=5. 000

吊足場
板張防護

シート 張防護

※足場設置高さ は、 現場の状況、 施工性に応じ て、 適宜決定を 行う こ と 。

※吊り 足場は、 タ イ プA1+タ イ プBを 設置する 。

※作業中に交差河川へ殻や作業道具が落下し な いよ う 、 朝顔を 設置する 。

※補修方法について は、 各補修詳細図を 参照のこ と 。

※施工は非出水期( 11月～5月) に行う こ と 。

※気象状況等によ り 水位上昇が懸念さ れる 場合には、 足場の敷高を 上げ治水上の対策を 実施する こ と 。
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DL=5. 000 吊足場

シート 張防護
( 剥離剤養生シート )

吊足場

※足場設置高さ は、 現場の状況、 施工性に応じ て、 適宜決定を 行う こ と 。

※吊り 足場は、 タ イ プA1+タ イ プBを 設置する 。

※作業中に交差河川へ殻や作業道具が落下し な いよ う 、 朝顔を 設置する 。

※シ ート 張防護については、 剥離剤養生シート を 使用する 。

※補修方法について は、 各補修詳細図を 参照のこ と 。

※施工は非出水期( 11月～5月) に行う こ と 。

※現況塗膜に鉛・ ク ロ ム が含有し ている ため、 塗膜除去の際は有害物質が飛散し ないよ う 、
　 吊り 足場内を 密閉し て作業する こ と 。

※気象状況等によ り 水位上昇が懸念さ れる 場合には、 足場の敷高を 上げ治水上の対策を 実施する こ と 。


